
吉田所長が心情語る

部下は「地獄の中の菩薩」

原発事故、撤退なく死を覚悟

東京電力福島第 1原発事故で収束作業の陣頭指揮を執り、

食道がん療養のため昨年 12 月に退任した吉田昌郎前所長

（57）写真が復興をテーマに福島市で来月開かれる出版社

主催のシンポジュムに、ビデオ出演することが 24 日分

かった。約 30 分にわたるビデオ映像で、危険を顧みず

行動する部下たちを「地獄の中の（ぼさつ）」と感謝

の念に堪えなかったことや、「原子炉の冷却作業をする人間

は撤退できない」と死を覚悟していたことなどを生々しく

明かしている。

吉田氏が事故直後の現場指揮官としての心情を一般に向けて詳しく語るのは初めて。

昨年 3月に原子炉建屋の水素爆発が起きた後、部下たちが「現場に飛び込んで行ってくれた」その上で「私が昔から読んでいる法華経の中に登場する、

地面から湧いて出る菩薩のイメージを、すさまじい地獄のような状態の中で感じた」と、部下の後ろ姿に手を合わせて感謝していたという。

シンポジュウムは長野県小布施町の出版社「文屋」の主催で、8月 11 日に開かれる。

吉田氏が療養中のため今月 10 日に都内でビデオを収録。原発事故処理を指揮する東電幹部のメンタルケアをし、吉田氏と親交のある人材コンサルタン

ト、薮原秀樹氏と対談する形で行われた。

ビデオ映像にはテロップも添えられ、薮原氏による「聞くことで支える『福島完全安全宣言』」と題した講演の後上映される。

≪解説≫

「もっと悪い事態あり得た」

東京電力福島第 1原発の吉田昌郎前所長がビデオで語った言葉からは、事故後の危機的な状況下で自分や部下の死を強く意識したことが分かり、

もっと悪い事態になる可能性がある事故だったことを、あらためて思い知らされる。

福島第 1原発では昨年 3月 12～15 日、水素爆発が 3回相次いだ。吉田氏らは放射性物質を閉じ込める原子炉格納器が大きく破損する危機の崖っぷち

に追い詰められた。

1基でも格納容器が大きく破損すれば、運転員の生命は危険にさらされ、全部の原子炉で作業が続けられなくなる。そうなれば、桁外れに大量の放射

性物質が放出される。

国民には当時知らされなかったが、官邸中枢では、首都圏 3千万人の避難につながると強く懸念した。

その後、懸命の努力で原子炉を冷やして破局を避けることができた。今では、事態がはるかに悪化する可能性があったことは忘れられがちだ。吉田氏

の言葉は、危機がいかに深刻だったかを示している。東電本店が全員撤退の意向を官邸に伝えていたか否かという論争よりも、原子炉で何が起き、い

かに危機を脱したのか、今も詳しくはわかっていない。吉田氏は、政府事故調の長時間の事情聴取に応じた。だが、思いが伝わっていないという。調

査を全て非公開で行った政府事故調の在り方を、問い直す必要がある。
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